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業績予想の修正に関するお知らせ  

 平成 26年 5月 8 日の決算発表時に公表しました平成 27年 3 月期第 2 四半期累計期間の業績予想（連結

及び個別）及び平成 27 年 3 月期の業績予想（連結及び個別）を下記のとおり修正いたしますので、お知

らせいたします。 

記 

 

１． 平成 27年 3月期第 2四半期（累計）連結業績予想数値の修正（平成 26年 4月 1日～平成 26年 9月 30日） 

                                              （金額の単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
１ 株 当 た り 

四半期純利益 

前回発表予想（Ａ） 77,500 4,100 3,700 2,000 24円 62銭 

今回修正予想（Ｂ） 82,300      5,000 6,100 3,900 48円 01銭 

増 減 額（Ｂ－Ａ） 4,800    900 2,400 1,900  

増 減 率  （％） 6.2      22.0 64.9 95.0  

（ご参考）前期第 2 四半期実績 

（平成 26年 3月期第 2四半期） 72,522      2,57723,043 2,3,253 2,1,881 23円 16銭 

平成 27年 3月期通期連結業績予想数値の修正（平成 26年 4月 1日～平成 27年 3月 31日） 

                                                                           （金額の単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 157,600 8,300 7,600 4,200 51円 71銭       

今回修正予想（Ｂ） 165,400      8,800 9,700 5,700 70円 17銭       

増 減 額（Ｂ－Ａ） 7,800       500 2,100 1,500            

増 減 率  （％） 4.9      6.0 27.6 35.7         

（ご参考）前期実績 

（平成 26年 3月期） 
147,116      6,194 5,723 2,979 36円 68銭 



（参考） 

平成27年3月期第2四半期（累計）個別業績予想数値の修正（平成26年4月1日～平成26年9月30日） 

                                                                           （金額の単位：百万円） 

 売上高 経常利益 四半期純利益 
１ 株 当 た り 

四半期純利益 

前回発表予想（Ａ） 63,300 3,400 2,100 25円 85銭 

今回修正予想（Ｂ） 66,400      4,300 3,000 36円 93銭       

増 減 額（Ｂ－Ａ） 3,100       900 900            

増 減 率  （％） 4.9      26.5 42.9         

（ご参考）前期第 2 四半期実績 

（平成 26 年 3 月期第 2 四半期） 58,453      1,22,157 1,211,342  16円 53 銭       

 

平成27年3月期通期個別業績予想数値の修正（平成26年4月1日～平成27年3月31日） 

                                              （金額の単位：百万円） 

 売上高 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 129,200      6,300 3,900 48円 01銭 

今回修正予想（Ｂ） 135,000      6,800 4,300 52円 94銭 

増 減 額（Ｂ－Ａ） 5,800        500  400  

増 減 率  （％） 4.5        7.9  10.3  

（ご参考）前期実績 

（平成 26年 3月期） 
118,343      4,229 2,358 29円 04銭 

２． 修 正 の 理 由        

当第 2四半期累計期間における業績（連結及び個別）につきましては、訪日外国人旅客数の増加及び円安を

背景として国際線の商品売上が好調に推移したこと等により、売上高が当初予想を上回る見込みとなることに

加え、利益においても持分法適用関連会社の業績の好転等により、前回発表予想数値を上回る見込みとなりま

した。 

通期（連結及び個別）につきましては、下期においても引き続き訪日外国人旅客数が増加し、国際線の商品

売上が好調に推移する見通しであること等から、売上高、利益ともに、前回発表予想数値を上回る見込みとな

りました。 

なお、平成 27年 3月期第 2四半期決算発表につきましては、平成 26年 11月 5日を予定しております。 

 

※ 業績予想につきましては、発表日現在において入手可能な情報に基づき作成されたものであり、実際の 

業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 

 

 

 

                                               以 上 


